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復興住宅デーの宿泊先で虹の色について話
題となった。虹は太陽の光が大気中の水滴に
分解されて７色に見えるという自然現象だ。

だから雨の後などに虹は現れる。この７色とは赤、橙、
黄、緑、青、藍、紫であるが実際には無段階に変化し
ている。昔は５色などで表現していたそうだが、かの
有名なニュートンにより当時神聖とされた７の数字が
あてられた。よく使われるラッキーセブンは野球にお
いて相手投手が疲れる７回の攻撃が語源であるが、そ
もそも７という数字が西洋で神聖な数字であったため
でもある。虹を英語でいえばレインボー、Ｓ書記にと

ってイケイケな色だそうだ。パチンコのフィーバー（大
当たり）を連想させるというわけだが神聖な色から一
転して俗世的だ。このレインボー、雨の弓という意味。
虹の出現条件を考えると納得だ。フランス語でアンカ
ンシエルは空にかかる橋という意味だ。これはこれで
趣がある。そこで漢字の虹を調べると虫（ヘビ）と工

（つらぬく）を合わせて空を渡るヘビ……、う～ん。昔、
レインボーマンという特撮番組があったが、太平洋戦
争を肯定する反動的内容と死ね死ね団のテーマという
極めて特徴的なエンディング曲により現在では放送禁
止となっている。

世界で唯一の被爆国『日本』－1945年（昭和20年）８
月６日には広島に、同月９日には長崎に原子爆弾が投下
され20万人以上の尊い命が奪われ、生きのびた被爆者
は、その恐ろしさと後遺症の不安を抱え69年経った今も
なお苦しんでいます。被爆者が高齢化している今こそ、
次世代の若者たちが継承していくことで核のない平和な
世界を作り上げることが大事だと思います。

核保有国は、その抑止力によって世界の均衡を保って
いるといいますが、核戦争を引き起こす危険は増大して
います。恒久平和の世界を作り上げるためには、核兵器
のない世界を実現し、思いやりのある平和的外交で解決
すべきではないでしょうか。

これまで武力行使を憲法で禁じることで世界平和に貢
献してきた日本ですが、非常に残念なことに集団的自衛
権の行使容認が閣議決定され、武力行使が戦争の抑止力
だと主張し『戦争をしない国から戦争をする国』に変貌し
ようとしています。

尊い命をないがしろにする戦争に良いも悪いもありま
せん。戦争そのものが悪いことです。非核・憲法９条を
守り、平和主義をつらぬき、69年間戦争をしない・武器
を持たない国をこれからも続行するべきです。世界の平
和を願います。　　　　　　　　（砂川分会　大関勝義）

８月４日～６日の広島大会には約2000人が参加
原水禁全日程２日～９日で約１万人が参加

代表参加した大関さん。当時、人口35万の広島では原爆で
14万人以上の方が亡くなられた

戦争そのものが悪いこと
原水爆禁止2014年世界大会・広島平和祈念式典に参加
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職種・健診アンケートで仲間を訪問しよう

秋の住宅デー
と　き 11月16日㈰
ところ 立川駅北口サンサンロード
無料の子供工作教室を中心に取り組みます

秋の拡大統一行動日

※拡大統一行動日には
　行動センターに集まりましょう

第１次行動 ９月 １０日 ㈬
  １１日 ㈭
第２次行動  １７日 ㈬
  １８日 ㈭
第３次行動  ２４日 ㈬
  ２５日 ㈭
第４次行動 １０月 １日 ㈬
  ２日 ㈭
第５次行動  ８日 ㈬
  ９日 ㈭
第６次行動  １５日 ㈬
  １６日 ㈭
第７次行動  ２２日 ㈬
  ２３日 ㈭
第８次行動  ２９日 ㈬
  ３０日 ㈭

組合の仲間を増やす秋の拡大月間にご協力をお願いします。９月～10月

東京土建多摩西部支部は、皆様のご奮闘のおかげをも
ちまして2014年１月の組織人員326９人対して９月１日
現在3338人と68人の増勢となっています。組織部では地
域建設労働者の過半数を組織するための中期的目標とし
て3500人の多摩西部支部確立を提案しています。９月か
らは、組合の仲間を増やす『秋の拡大月間』に突入しま
す。仲間からの未加入者紹介や未加入者に組合の魅力を
伝える活動にご協力をお願いします。

秋の拡大月間支部目標は１月人員の４％131人を設定
しています。拡大統一行動日は９月10日㈬の開始から毎
週水曜日、木曜日になります。行動日には各分会行動セ
ンター（場所は所属の分会でご確認ください）に集まりま
しょう。特に、今回は『Here we go! 訪問大作戦２』と称
して仲間の訪問時に職種・
健診アンケートの実施をお
願いしていきます。

訪問の話題としての活用
とともに正しい職種や職域
などを把握することで今後
の運動にも役立てていきま
す。この他、新加入者には
資格取得援助などのキャン
ペーンを続行し、11月には
人気の足場作業主任者と職
長の講習会を支部会館で実
施、チラシを作成しますの
でアンケートとともに配布
しましょう。

新しいパンフレットはこれ。組合未加
入者に渡して組合の魅力を伝えよう

と　き：10月24日㈮午後６時半～９時
ところ：立川グランドホテル
参加費：無料（専用申込書でお申込みください）

足場の組立等作業主任者
と　き：11月８日㈯
 ～９日㈰
ところ：多摩西部支部会館
受講料：11000円

職長安全衛生責任者教育
と　き：11月29日㈯
 ～30日㈰
ところ：多摩西部支部会館
受講料：14000円

と　き：10月５日㈰午前11時～午後１時
ところ：高尾山ビアマウント
参加費：無料（専用申込書でお申込みください）

秋の拡大中間決起集会

標準見積書学習会＆名刺交換会

秋の拡大は
訪問の話題が
タップリ
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※応募〆切：2014年 年内 多摩西部支部まで

●	文芸…	短歌・俳句・川柳
●	写真…	仲間の笑顔、組合活動
	 	 スナップ風景
	 	 （A4プリントまたはデータで）

集団的自衛権に賛成・反対のシール投票実施
もちろん反対もちろん反対もちろん反対

８月20日㈬は昭島駅前でおこなわれた「９条の会あき
しま」主催の駅頭宣伝に多摩西部支部の仲間も参加しま
した。日本を戦争する国にさせないと訴えて平和憲法を
守る署名活動を行い、同時に集団的自衛権容認に賛成か
反対かの意思表示をしていただくシール投票行動も実施
しました。署名は53筆集まり、シール投票の結果は容認
反対67票、どちらともいえない５票、賛成２票で、戦争
をする国にする集団的自衛権容認に反対の声が圧倒的で

あることが明らかになりま
した。朝鮮戦争やベトナム
戦争、イラク戦争などの侵
略戦争が集団的自衛権を理
由に引き起こされているこ
とをみんな知っています。
国民の声を無視した戦争を
するための解釈改憲は許さ
れません。反対のシールが圧倒的です
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地元で安心…多摩西部支部で資格取得しよう
東京土建では資格取得講習のための技術研修センター

を運営していますが、立地が池袋ということもあって多
摩の仲間が通うにはチョッと大変。そんな声にお応えし
て多摩西部支部会館を会場に資格取得講習会を年に数回
企画しています。８月３日㈰には振動工具・刈払機の安

全教育を実施して
14人が受講。支部
会館での座学に加
えて第２駐車場で
実技講習も実施。
11月 に は 足 場 作
業主任者と職長教
育の開催を予定し
ています。

振動工具・刈払機の安全教育を実施８月
３日

実際に刈払機を使って安全作業を学びま
した。東京土建なら安全教育でもしっか
りとした修了証が発行されます
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たませいぶ主婦の会のとりくみ・・・
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応急危険度判定員講習を
受けよう

建築士
の方

と　き	 2014.10月14日㈫
ところ	 たましんRISURUホール
応募資格	 建築士（１・２級、木造）で都内在住在勤

※お申込みは９月26日 までに多摩西部支部へ

（東京都都市整備局主催・無料）

建築物の倒壊に伴う二次災害を防止するため、地震発生後出来る
だけ早く、かつ短時間で建築物の被災状況を調査し、その建築物
の当面の使用の可否を判定するものです。

延長されました

仲間を結集して岩手県釜石市で復興支援住宅デーを開催

岩手建労、釜石大工組合、東京土建中野支部、東京土
建多摩西部支部の共催で『復興支援住宅デー』を８月24
日㈰に岩手県釜石市で開催しました。会場では木工教室
などを出店。多摩西部支部は焼きそば、フランクフルト、
かき氷の飲食コーナーと輪投げ、射的のゲームコーナー
を担当。どれも大変好評でした。ミニ上棟式では現地の
子供たちが手伝ってくれて、その後のお菓子まきには市
長さんにも参加していただきました。組合の仲間（全建
総連）を結集して復興の一助となれたことをうれしく思
います。また笑顔で迎えていただいた地域のみなさまに
感謝申し上げます。来場者数は271人でした。

復興支援住宅デーの後は参加者で震災の被災地を視察
して津波の被害などを学び、避難訓練のあり方など考え
させられました。今回の経験は今後の防災協定などの運
動に生かしていきます。

⇨多摩西部支部は輪投げなどを出店。老若男女によろこばれました ⇨

「とても美味しくて、楽し
かったです。ひとつひとつ
の支援が、また明日もがん
ばろうという気持ちにして
くれます」
写真右側、佐々木さんより

主婦の会では秋の拡大月間に向けた活動者会議を支部
のよりも早く、８月28日㈭に支部会館で開催しました。
主婦の会組織拡大の意思統一と、本部の早川さんに講演
をお願いしました。内容は主婦の関心事『消費税の問題
点』についてです。税は応能負担が原則、大企業減税の
ための消費税増税は許しません。

９月６日には『平和憲法を守ろう』の主婦の会九条の会
独自の駅頭宣伝行動を行います。未来ある子供達を戦争
に行かせたくない‼　そんな思いを込めて、女性ならで
はの戦争反対運動をしています。

私たちの活動に、どうぞ、ご協力ください。

秋の拡大月間に向けて主婦も意思統一秋の拡大月間に向けて主婦も意思統一秋の拡大月間に向けて主婦も意思統一

と　き：11月２日㈰
ところ：多摩西部支部会館

　主婦の会では「会話でつながろう、女性
のちから」をスローガンに活動を広げてい
きたいと思っています。
　一緒に主婦の会に参加していただける
方、大・大・大募集‼　どうぞ、ご協力、
よろしくお願いします。

主婦の会多摩西ブロック共催

お楽しみ
に

主婦の会をよろしくお願いします

お問い合わせ先　042-546-1577　担当：松井


